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清
朝
史
通
論

　
　
　
　
　
　

裏
那
上
古
史

　
　
　

内
藤
虎
次
郎
著

　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
丿
十
九
年

　
　
　

弘
文
堂
登
行

　
　
　

’
内
藤
湖
南
博
士
の
二
大
著
が
殆
ど
時
を
同
く
し
て
出
版
さ
れ
た
。
清

　
　
　

朝
史
通
論
は
大
正
四
年
八
月
中
、
京
都
帝
國
大
學
に
於
け
る
夏
季
講
演

　
　
　

の
速
記
で
あ
り
｀
、
今
度
始
め
て
世
に
出
る
も
の
で
あ
る
。

　

之
に
附
載
さ

　
　
　

れ
た
清
朝
寝
こ
論
は
明
治
四
十
四
年
十
一
月
よ
り
十
二
月
に
か
け
三
回

　
　
　

に
亘
る
京
都
帝
國
大
學
金
曜
講
義
の
速
記
で
あ
=
＼
、
も
と
清
朝
の
゛
過
去

　
　
　

及
現
在
な
る
演
題
で
あ
っ
た
も
の
を
、
翌
年
改
め
て
清
朝
衰
亡
論
と
題

　
　
　

し
て
公
に
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
原
書
は
今
は
稀
顛
書
と
な
っ
て
ゐ

　
　
　

る
。
先
生
が
清
朝
衰
亡
論
を
講
ザ
ら
れ
た
時
は
革
０
　
載
の
最
中
で
あ

　
　
　

り
。
そ
れ
が
出
版
さ
れ
た
時
は
既
に
清
朝
が
亡
ん
Ｌ
叩
中
華
民
國
と
な
っ

　
　
　

て
ゐ
た
か
ら
、
こ
の
書
は
生
々
し
い
清
朝
滅
亡
と
い
ふ
大
事
件
を
前
に

　
　
　

し
て
、
冷
静
な
史
限
で
清
朝
の
過
去
を
追
憶
さ
れ
た
感
慨
に
満
ち
た
文

　
　
　

字
で
綴
ら
れ
て
ゐ
る
。
清
朝
史
通
論
も
溝
朝
滅
亡
後
間
も
な
い
時
に
成

　
　
　

立
し
て
ゐ
た
０
で
、
’
清
朝
史
全
倶
を
通
観
し
た
學
問
的
著
作
と
し
て
は

　
　
　

最
も
早
い
も
の
の
一
に
萬
す
る
で
も
ら
う
。
支
那
上
古
史
の
方
は
大
正

籾

　
　

十
年
。
十
一
年
二
個
年
の
東
洋
史
普
通
壽
義
の
ノ
ー
ト
が
底
本
と
な
っ

／

　

‘
て
ゐ
る
Ｑ
紹
介
者
は
大
正
十
一
年
に
京
都
帝
図
大
學
に
入
學
し
、
北
生

の
満
席
に
陪
し
て
、
と
の
書
の
後
牛
の
講
義
を
承
る
幸
を
得
た
が
、
そ

の
前
牛
歌
國
以
前
り
部
分
を
知
り
た
く
ヽ
先
輩
の
ノ
ー
ト
を
借
り
て
韓

寫
し
た
Ｊ
と
が
あ
っ
た
。
先
生
は
何
度
か
古
代
史
を
誹
ぜ
ら
れ
た
が
、

こ
の
時
の
が
一
番
纏
り
が
よ
か
り
た
か
ら
、
之
を
本
に
す
る
心
算
だ
と

常
時
か
ち
話
し
て
居
ら
れ
た
。
其
後
先
生
の
健
康
が
あ
ま
り
勝
れ
ず
、

延
々
に
な
っ
た
傲
で
他
界
さ
れ
た
が
、
今
令
嗣
乾
古
氏
の
手
に
よ
っ
て

之
が
碗
成
を
見
た
こ
恚
は
、
放
先
生
の
遣
志
が
賞
玩
さ
れ
た
こ
と
で
あ

り
、
學
界
の
塀
に
も
慶
賀
に
堪
へ
な
い
。

　

・

　

博
士
の
　
　 ｌ
ｆ
ｅ
'
は
｀

　

今
更
此
に
改
め
で
言
葉
を
我
す
必
要
も
な
い
が
｀

確
リ
し
た
漢
學
の
素
兇
ｉ
上
に
立
ち
、
同
時
に
中
年
操
触
界
に
活
躍
し

て
現
賞
の
支
那
を
研
究
さ
れ
た
’
こ
と
が
、
あ
の
や
う
な
・
學
風
を
大
成
す

る
背
景
と
な
っ
た
や
ら
に
思
は
れ
る
。
経
書
に
現
は
れ
る
員
四
角
な
堅

い
支
那
と
、
現
賞
に
見
る
圓
い
柔
い
支
那
と
が
、
先
生
に
於
い
て
は
渾

然
と
し
て
融
和
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
先
生
は
教
壇
に
於
い
て

も
好
ん
で
古
代
史
と
近
世
史
と
を
題
目
と
さ
れ
た
が
、
こ
の
副
著
を
讃

む
人
ぼ
直
ぢ
に
紹
介
者
の
言
の
誤
ら
ざ
る
こ
４
を
感
知
す
る
で
あ
ら

　

支
那
上
古
史
が
一
見
し
て
普
通
の
支
那
古
代
史
と
異
る
所
は
春
秋
以

前
太
か
の
時
代
に
殆
ど
頁
の
牛
敷
を
登
し
て
ゐ
る
貼
で
あ
る
。
尤
も
原

京
が
講
義
で
あ
っ
た
か
ら
、
之
れ
は
偶
然
の
要
素
も
可
也
入
る
こ
と
で

例
へ
げ
後
漢
の
時
代
が
極
く
短
く
逍
べ
ら
れ
た
の
は
。
先
生
が
海
外
祀

察
の
趾
に
上
ら
れ
る
篤
、
時
間
か
短
縮
さ
れ
た
結
果
で
あ
っ
て
。
確
か

一
時
間
の
間
に
こ
の
所
を
片
付
け
ら
れ
た
と
記
憶
す
る
。
併
し
大
製
に

胡-



い

　
　

於
い
て
北
生
が
、
新
出
の
ぬ
甲
文
字
や
銅
器
銘
文
な
ど
の
資
料
を
謳
使

弱／
‘

　
　

し
、
考
鐙
學
的
方
法
と
先
生
抑
特
の
史
眼
で
偉
庶
時
代
の
支
那
再
確
詔

　
　
　
　

に
非
常
な
自
図
と
興
味
と
を
持
た
れ
た
こ
と
は
事
責
で
あ
る
。
富
永
快

　
　
　
　

基
の
佛
殿
史
研
究
法
に
共
鳴
し
て
支
那
古
代
傅
説
の
加
上
を
論
じ
、
年

　
　
　
　

栃
的
五
帝
を
空
間
的
五
帝
Ｋ
還
元
せ
し
め
ら
れ
た
所
な
ど
は
動
か
す
し
へ

　
　
　
　

か
ら
ざ
る
繊
案
で
あ
£
＾
、
今
後
の
支
那
古
代
史
研
究
の
出
登
貼
と
芒

　
　
　
　

げ
な
ら
ぬ
で
あ
ら
う
。

　
　
　
　
　

清
朝
史
通
論
は
近
世
史
で
あ
る
丈
に
、
一
際
僅
く
先
生
の
ポ
リ
チ
イ

　
　
　
　

ク
が
現
は
れ
て
ゐ
る
。
ポ
リ
チ
イ
鳥
ば
兎
角
上
ヽ
こ
り
に
流
れ
た
り
、
學

　
　
　
　

問
と
分
裂
し
た
り
し
た
が
る
も
の
で
あ
る
が
、
先
生
の
そ
れ
は
、
此
處

　
　
　
　

が
絢
世
の
論
だ
と
別
に
こ
と
わ
ら
な
い
で
も
隨
所
に
そ
れ
バ
沸
か
出
て

　
　
　
　

ゐ
る
。
あ
る
會
祗
の
重
役
が
毎
‐
脊
治
通
路
を
一
巻
づ
っ
誼
む
と
い
ふ

　
　
　
　

話
を
聞
い
て
先
生
が
、
そ
れ
は
偉
い
、
気
儲
の
參
考
に
出
水
る
や
う
な

　
　
　
　

の
が
本
富
の
涌
鑑
の
凋
み
方
だ
と
賞
め
ら
れ
た
こ
と
を
畳
え
て
ゐ
る
。

　
　
　
　

先
生
の
こ
の
書
も
、
威
参
様
に
よ
っ
て
は
、
巫
者
以
外
の
人
に
も
絃
世

　
　
　
　

庖
身
の
惚
の
俗
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
。

　
　
　
　

先
生
は
度
々
支
那
へ
も
行
か
れ
、
清
岡
學
者
と
の
交
際
も
廣
く
、
又

　
　
　

蔵
沁
に
も
富
ん
で
居
ら
れ
た
の
で
、
清
朝
叱
‐
通
論
に
盛
ら
れ
た
材
料
は

　
　
　

恐
ろ
し
く
豊
富
で
あ
り
、
そ
れ
が
殆
ど
皆
先
生
の
手
許
に
あ
る
か
久
廿

　
　
　

賓
地
に
日
過
さ
れ
た
も
の
に
係
っ
て
ゐ
る
。
特
に
箭
代
の
言
ぶ
な
ど
を

　
　
　

多
く
観
ら
れ
た
黙
で
は
、
恐
ら
く
先
生
は
宣
時
の
日
本
に
於
い
て
コ
ー

　
　
　

を
俳
ふ
で
あ
ら
う
。
・
斤
韻
學
だ
の
考
勘
學
だ
の
、
さ
て
は
文
章
詞
曲
な

　
　
　

ど
、
取
り
つ
き
愉
い
皺
回
旧
が
一
度
七
生
の
手
に
掛
る
と
平
易
に
碩
参

倅
い
て
明
快
な
説
明
が
典
へ
も
れ
て
ゐ
る
。
文
化
史
的
な
内
容
が
大
部

分
を
占
め
て
ゐ
る
か
ら
、
寧
ろ
誘
代
文
化
史
と
云
つ
て
よ
い
か
も
知
に
仙

ぬ
が
、
抑
も
塵
巴
と
云
ふ
も
の
が
別
に
文
化
巾
ぶ
名
乗
ら
ぬ
ｒ
、
も
、
斯

う
い
ふ
気
に
す
る
の
が
本
宮
だ
と
も
云
へ
る
｀
。
先
生
の
壽
は
、
回
時
…
い
。

て
も
、
１
　
書
い
た
ば
か
り
か
と
思
は
れ
る
清
新
さ
が
あ
り
、
更
に
色
々

な
こ
と
を
考
へ
さ
せ
る
不
思
誰
な
力
を
持
つ
て
ゐ
る
。
（
宮
隋
市
定
）

　
　
　
　

西
域
史
研
究
（
上
・
下
巻
）
ヽ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

白

　

烏

　

庫

　

吉

　

著

　
　
　
　
　
　
　
　

昭
和
十
六
年
九
月
・
同
十
九
年
四
月

　
　
　
　
　
　
　
　

岩
波
書
店
刊
行

　

へ
５
～
・
頚
計
て
五
○
五
頁

　
　

明
治
以
後
に
於
け
る
本
邦
史
學
兜
を
顕
る
に
、
西
城
巾
こ
研
究
も
亦
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

～

　

新
學
問
の
Ｉ
た
る
を
・
失
は
・
な
い
。
而
し
て
こ
の
新
科
脳
の
川
治
者
こ
そ

　

白
鳥
庫
吉
博
に
『
一
に
し
て
、
博
士
の
殼
も
得
意
と
せ
ら
’
る
る
部
門
で
お

　
　
　
　
　

Ｓ

　

’

　

り
、
殊
に
其
の
初
期
に
あ
り
て
は
博
士
以
外
に
は
殆
ん
ど
企
て
得
ざ
り

　

し
も
の
で
あ
っ
た
。
尤
も
常
時
に
於
い
て
も
博
士
以
外
に
西
域
史
研
究

　

に
挑
り
し
人
々
は
皆
無
で
は
な
く
、
那
珂
通
吐
博
士
こ
三
宅
米
吉
博
士

』

　

る
西
域
史
研
究
は
貧
に
白
鳥
博
士
を
以
て
其
の
擢
輿
と
せ
ね
ば
な
ら

　

ぬ
。

　
　

博
士
の
西
域
史
研
究
途
上
に
於
け
る
最
初
の
論
女
は
「
烏
孫
に
就
い

　

て
の
考
」
（
明
治
三
十
三
一
四
年
、
史
學
銀
誌
十
一
編
十
一
臍
ｎ
十
こ

60－-


